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1 はじめに

近年，ストリーミングコンテンツを配信するサービス
(以下，ストリーミング配信サービス)を利用するユーザ
の増加に伴い，ストリーミングコンテンツ，それにおけ
る内容も多様化している．ストリーミングコンテンツの
多様化により，所望するストリーミングコンテンツの取
得が困難となる問題が発生している．また，所望するス
トリーミングコンテンツを探すために，あるストリーミ
ングコンテンツと関連するストリーミングコンテンツ
(以下，関連コンテンツ)を複数のブラウザを用いて同時
に視聴する視聴ユーザも存在し，その操作性の悪さや，
パソコンの性能によっては，快適な視聴ができないこと
も問題となっている．
そこで本研究では，これらの問題を解決するために，

関連する複数ストリーミングコンテンツ同時視聴システ
ムの設計と実装を行う．

2 現状のストリーミング配信サービス

2.1 概要
ストリーミング配信サービスとして YouTube や Us-

tream，ニコニコ動画等がある．これらのサービスを利
用することにより，配信ユーザは，自身の嗜好に応じた
ストリーミングコンテンツを配信することができる．ま
た，視聴ユーザは，配信されているストリーミングコン
テンツをタイトルや，タグと呼ばれるストリーミングコ
ンテンツの情報を表すもの (以下，タグ情報) で検索し
て，視聴することができる．
2.2 問題点
現状のストリーミング配信サービスでは，多数の関連

コンテンツの中から視聴ユーザの所望するストリーミ
ングコンテンツを探し出すことが困難となっている．こ
れは，視聴ユーザがストリーミングコンテンツを視聴す
る指標として，ストリーミングコンテンツのタイトル，
タグ情報等の情報が存在するが，それらが必ずしもスト
リーミングコンテンツの内容と合っているものとは限
らず，コンテンツを差別化する情報としてはあまり具体
的ではないときがあるためである．これに対して，視聴
ユーザは，関連コンテンツを直接視聴して比較すること
により，確実に差別化を行うことができる．しかし，複
数の関連コンテンツを比較するためには，それぞれの視
聴ページを開かなくてはならなくなってしまい，視聴
ユーザの所望するストリーミングコンテンツを探し出す
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図 1 提案システムの構成図

までに時間を要してしまう．
また，関連コンテンツを一つのブラウザ上で視聴する
のではなく，複数のブラウザを並べて視聴することによ
り，それぞれのストリーミングコンテンツの差別化を行
う視聴ユーザも存在する．しかし，複数のブラウザを並
べるため，それぞれのブラウザにおける管理が不十分と
なり，操作性も悪化するという問題が発生する．また，
パソコンの性能によっては，動画のコマ落ちやブラウザ
のフリーズを引き起こす恐れもある．

3 提案システム

3.1 概要
本研究では，複数の関連コンテンツの一つのブラウザ
上での管理を可能にすることにより，2.2 節で述べた問
題点を解決する．
具体的には，複数の関連コンテンツを同時に視聴可能
にすることにより，所望するストリーミングコンテンツ
を探し出すまでに時間を要してしまう問題を解決し，一
つのブラウザ上で複数のストリーミングコンテンツを
視聴ユーザの任意のタイミングで再生，停止可能にする
ことにより，複数のブラウザを用いた際に操作性が悪く
なる，快適な視聴ができなくなるといった問題点を解決
する.
3.2 動作手順
提案システムの構成図を図 1に示し，動作手順を以下
に説明する．

1. 配信サーバに配信ユーザはストリーミングコンテン
ツを配信する．この時，配信ユーザは自身の配信す
るストリーミングコンテンツにタイトル，タグ情報
を付加する．

2. 視聴ユーザが，所望するストリーミングコンテンツ
の検索リクエストを送信する．この時，視聴ユーザ
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は，自身の所望するストリーミングコンテンツに関
する情報をキーワードとして利用して視聴ページ上
からリクエストを行う．

3. サーバ内に存在するストリーミングコンテンツのタ
イトル，タグ情報と，視聴ユーザから受信したキー
ワードを比較して条件に合うストリーミングコンテ
ンツを探し出す．そして，見つかったストリーミン
グコンテンツを視聴ページに送信する．この時，表
示するストリーミングコンテンツの数は視聴ユーザ
が選択する．また，それぞれのストリーミングコン
テンツの解像度の設定もここで行う．

4. 表示されたストリーミングコンテンツの中に，視聴
ユーザが所望するものが無い場合，視聴ユーザは配
信サーバに，その他の条件の合うストリーミングコ
ンテンツの送信をリクエストする．

5. 配信サーバは再びストリーミングコンテンツを視聴
ページに送信する．

4 実装

提案システムの概念に基づき，実装を行う．本研究で
は，配信サーバ上に存在する複数のストリーミングコン
テンツを取得し，一つのブラウザ上で表示させることが
できるWebアプリケーションの実装を行う．Webアプ
リケーションはブラウザ上に組み込み，動作させる．実
装環境を表 1 に，また，実装結果を図 2 に示す．スト
リーミングコンテンツは最大で 10 画面まで表示するこ
とができ，解像度も視聴ユーザの任意の数字に変更する
ことができる．

5 評価

ノート PCを用いて，提案システムを使用して視聴す
る方法と，Web ブラウザを複数使用して視聴する方法
との性能評価を行った．性能評価の評価環境を表 2に示
す．ブラウザは Internet Explorerを使用し，1画面から
10画面で同時視聴した際の CPU使用率，メモリ使用率
を記録し，比較する．画面の解像度は 320 × 240 とし
た．実験結果を図 3，図 4に示す．
少ない画面数では，CPU 使用率，メモリ使用量，共

にほとんど差は出なかったが，画面数を多くした場合で
は，顕著な差が出た．複数ブラウザを用いたときと比べ
て，提案システムを用いた方が，CPU使用率は約 20％，

表 1 実装環境

Server FlashMediaServer4.0
Language ActionScript , MXML

図 2 実装結果 (6画面表示)

表 2 評価環境

OS Windows 7 Home Premium
ノート PC CPU Celeron U2300(1.20GHz)

RAM 2GByte
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図 3 CPU性能評価の実験結果
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図 4 メモリ性能評価の実験結果

メモリ使用量は約 200MB低くなっている．従って，提
案システムを用いた場合，複数ブラウザを用いた時より
も PCにかかる負荷を抑えることができ，視聴ユーザに
とって快適なストリーミングコンテンツの視聴が可能で
あることを示すことができた．

6 おわりに

現状のストリーミング配信サービスでは，関連コンテ
ンツが増えてしまい，視聴ユーザの所望するストリー
ミングコンテンツを探し出すことが困難になっている．
また，視聴の方法によっては，性能の低い PCでのスト
リーミングコンテンツの視聴が困難になる場合がある．
この問題を解決するために，関連する複数ストリーミ
ングコンテンツ同時視聴システムの設計と実装を行っ
た．複数のストリーミングコンテンツを同時に視聴でき
ることにより，視聴ユーザが関連コンテンツの差別化を
容易に行えるようにした．また，一つのブラウザ上で全
てのストリーミングコンテンツの管理ができることによ
り，操作性の向上，快適な視聴を可能にした．
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